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リ・スタート「集団宿泊体験学習」1年生 inのつはる少年自然の家（4月26、27日）
　4年ぶりに集団宿泊体験学習が実施されました。学校では出発に向け念入りに事前学習を進め、活動の目的を確認し
ました。天候に恵まれた現地での活動では、先生方の指導の下、生徒の追究活動は主体的に行われたそうです。
事後の振り返り学習では、体験した成果を発表会等の場で表現し、それぞれ表現力を高めたり自信をつけることにもつ
ながりました。この自然豊かな場所で学び習得したことを、今後の教科につなげたり、仲間や先生方との人間関係づくり、
さらには学級や部活に生かしてほしいものです。
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　平素より本校のPTA活動にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。さて、今年度のPTA総会は
４年ぶりの対面開催となり、令和５年度予算案を含む議案書等の承認をいただきました。会員の皆さま、ご
参加ありがとうございました。また、この総会と同日に授業参観も行われ、これまでの日常が戻りつつあること
を実感したところであります。
　そのような中、５月８日には新型コロナウイルスの感染法上の位置付けが２類から５類に移行されました。そ
して、その後に開催された体育大会では、応援団をはじめとする全校生徒の声援や声出しがグラウンドいっぱ
いに響き渡り、感動の連続からの連帯感をも感じられました。
　そして、何よりも附属中学校としての意識の質が、煌びやかに垣間見られた場面がたくさんあり、耐え忍ぶ

力が、見事に発揮されたことは言うまでもありません。
　今年度のPTA活動におきましては、昨年度に引き続き、活動の見直しやホームページの積極的な活用と持続可能な取り組み
を円滑に進めていきたいと考えています。近年、PTAに対する考え方や捉え方は、大きく変化をしていますが、子どもたちが安
心安全に学校生活が送れるように、１つの組織として支えていかなければならないと思います。今後も、子どもたちの笑顔のた
めに、先生方と保護者の皆さまが力を合わせて、できる人ができる時にできることを行えるよう、引き続きのご理解とご協力を
お願いいたします。

　今年度の年間テーマは「彩光」～咲き誇れ 色とりどりの
花～です。学年スローガン『継承と進化』の元、最高学年を
サイコウな一年に！また、一人一人が花のように個性を持ち、 
彩り輝けるように。そんな想いを込めてこのテーマに決定い
たしました。 コロナ渦中で入学した子どもたちには、非日常
であったことが日常になってしまったように感じます。マスク
着用や黙食、制限の多い部活動。
　しかし、そんな中でも一緒に考え知恵を出し合って成功
した経験を経て、困難を打開していく強さが育ったことと思
います。 そんな姿を分かちあうため、今年も卒業DVD制
作・販売を予定しています。さらに今回は1、2年生への販売
も考えています。 初回のDVD撮影は体育大会でした。昨年
は観覧できなかった体育大会。子どもたちの笑顔，声援、全
てが愛おしく感じました。DVDには子どもたちの生き生きと
した様子が溢れています。 自身の子どもが写っている場面
は少ないかもしれませんが、行事全体の雰囲気を味わえる
点は、全体で作製したDVDならではの良さと思います。今
後の撮影は青垣祭、卒業式の予定です。成長を育む中での
記念になるよう、役員一同、業者の方と共に制作にあたって
います。子どもたちの素敵な思い出をお届けできたら幸いで
す。

PTA会長挨拶　　　澤野　充幸

各委員会活動報告（前期）
学年委員会(3年部)学年委員会(3年部)

　２年学年委員会活動テーマは『Syne r g y  g r ow  
together』～一人一人の力を最大限に～です。 Synergyは
複数のものが互いに作用し合い、効果や機能を高めるとい
う意味があります。コロナ禍による制限が緩和され、以前の
日常を取り戻していく中で、親も子も一人一人の力を最大限
に発揮することで互いに影響しあい、100%以上の力とな
り、みんなで成長していきたいという想いを込めました。
　先生方、保護者の皆様とテーマ、活動内容の共有のため
PTA学年通信No.１をさくら連絡網から５月末に配信しまし
た。6月23日、公開研究発表会にて受付のお手伝いをしまし
た。 7月のPTAでは「親子のコミュニケーションについて」と
いうテーマで学級懇談会を行いました。心も身体も大きく
成長する思春期の子どもたちとのかかわり方について意見
交換をしました。ここ数年コロナ禍で保護者間の交流が少
なかったので悩みや思いを共有する有意義な時間となりま
した。ご参加いただきありがとうございました。今後は修学
旅行PTA、進路講演会を予定しております。

学年委員会(2年部)学年委員会(2年部)
　１年学年委員会は「飛翔」～未来に向かって～を今年度
のテーマとしました。中学生という新たなスタートを切った子
どもたち。未来に向かって大きく羽ばたいてほしいという願
いが込められています。しかしながら、この先たくさんの困
難や不安が待ち受けていることでしょう。そんな子どもたち
を学校と保護者が一体となりサポートしていく１年にしたい
と考えております。
　前期の活動としては、５月に第１回目の学年通信発行、７
月に「SNSの使い方・思春期を迎えた子どもたちとの向き合
い方」をテーマに保護者懇談会を行いました。今年は５月に
コロナ感染症の位置付けが５類感染症となったことで、昨年
までとは大きく異なる１年になると思われます。今一度、
SNSの使い方や長期休暇、休日の過ごし方について各ご家
庭で話し合い、子どもたちと向き合う時間をつくっていただ
けたら幸いです。
　今後の活動としましては、後
期に実施予定の職業体験のサ
ポートや活動報告を含めた学
年通信の発行を予定しており
ます。今後ともご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。

学年委員会(1年部)学年委員会(1年部)

　徐々にコロナ禍以前のやり方へ戻しつつ、同時に活動の
見直し等を柔軟に行いながらPTA活動を行ってまいりま
す。 前期の主な活動内容は【4月】入学式準備。【5月】PTA
総会・教育後援会総会、第一回 総務・常任・合同・専門委員
会・部活代表者会議、九附連小倉大会総会・実践活動協議
会、 体育大会前清掃活動・体育大会会場整理。【6月】附属
四校園PTA連絡協議会総会、西部地区PTA協議会総会、
公開研事前準備・受付。「トルコ大地震復興支援募金」「ウ
クライナダム決壊復興支援募金」等を行って参りました。 
　今後の予定といたしましては、前期の活動内容同様に学
校主要行事における事前準備・受付。各委員会会議におけ
る事前準備・運営・司会進行、会計監査、西部地区PTA協
議会参加等、多岐に渡り活動し最後まで勇往邁進して参り
たいと思います。 
　保護者の皆様、諸先生方との連携はPTA活動においてと
ても大切であり、より多くの方々のご理解とお力添えがあって
こそだと思っております。 子どもたちの大切な3年間を見守っ
ていく為に、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

総務委員会総務委員会



　今年度の年間テーマは「共存共栄」です。コロナ禍から少
しずつ元の日常に戻りつつある中学校と生徒、保護者が共
に助け合い、成長できるようにとこのテーマにしました。
　５月13日（土）に１回目の花苗の植え替えを行いました。雨
天の中での作業となりましたが、委員でプランターにきれい
な花々を植えました。５月17日（水）にはオールフォーオール
と総務の方 と々で体育大会前の草取りを行いました。５月20
日（土）体育大会当日にはトイレットぺーパー補充などを行い
ました。今後３回の花苗植えや土の取り替え、草取り、年末
のクリスマス飾り付けなどを行う予定です。
　保護者の皆様には、オールフォーオールとして花の水やり
にご協力を頂いており本当にありがとうございます。今後と
も学校行事へのご協力よろしくお願いいたします。

環境委員会環境委員会

　今年度の文化研修委員会の年間テーマは「いだく」～思
いを共有し、ともに前進しよう～です。世界情勢を大きく左
右したコロナが落ち着きある今、変化に激しい日常生活の中
において、様々な感情をいだきながらの日々だと思います。デ
ジタル化の進化に伴い、戻ったようで大きく変わった生活ス
タイルに、感情のコントロールの差も激しくなりつつありま
す。将来に対する思いは変化し続け、今までと違う思考、環
境が取り巻くのも事実であると思います。大人も子どもも悩
みは尽きないものですが、そんな気持ちが少しでも変化し新
しい自分を見つけられたらと思います。今だからこそ、いだく
思いを共有し、前に進んでいけたらと思い文化研修委員会
の年間テーマといたしました。
　７月11日には保護者向け講演会「アンガーマネージメント
～怒りと上手に向き合う～」を実施いたしました。お忙しい
中でのご参加、誠にありがとうございました。今後、生徒向け
にサタスタを２回実施する予定です。第一回サタスタを９月
６日実施、第二回を10月11日に予定しております。実施のご
案内や実施した際はその様子を保護者の方々に報告できた
らと思います。バス研修旅行はコロナ禍の緩和が見られまし
たが、今年も様子を見ることとし中止としております。今後と
もよろしくお願いいたします。

文化研修委員会文化研修委員会

　今年度の年間テーマは「リスタート～仲間と共に～」で
す。コロナ禍で子どもたちは様々な活動が制限され、また保
護者も学校に足を踏み入れる機会がぐっと減り、子どもたち
の活動の様子を直に見ることがなかなか叶いませんでした。
その様な中で、活動の様子をうかがい知ることのできるツー
ルの一つとして広報紙の役割は大きいと言えるのではない
でしょうか。
　今年度は５類移行後元通りとはいかないまでも、従来の
活動に近づきつつあります。４年ぶりに制限なしの観戦可能
となった体育大会を皮切りに、様々な参観や講演会、部活動
の応援など親子ともに参加できる活動が増えています。‘‘仲
間と共に‘‘懸命に活動に取り組む子どもたちの日々の姿を追
いかけ、また私たち保護者のPTA活動の取り組み等を紙面
を通じ、より多くの方々へご紹介したいと思っております。
　今年度は９月末に今号177号の「あおがき」を発行。後期
は２月末に178号を発行予定です。広報部一丸となって取材
をしていきたいと思っておりますので、１年間ご協力をよろし
くお願いいたします。また、PTAのペーパーレス化に伴い、今
年度も再生紙を使用し、附属中ホームページでのオンライン
発行もさせて頂きたいと思っています。紙面の生徒の写真は
フォトアイ下辻の提供となっております。

広報委員会広報委員会

　今年度の年間テーマは「つなげよう 広げよう あいさつと
社会の輪」です。 あいさつを通じて『人と人とのつながり』を
大切にする環境をつくり、登下校中のマナーを自ら守ること
で子どもたちの『公共心や社会性』を育んでいけたらという
思いを込めました。 前期の主な活動は以下の通りです。 
☆体育大会の諸注意文書と車両入構証の発行及び当日の
入構案内 
☆登下校指導 
☆生活委員会だよりの発行 
　今年度よりコロナ禍前の体育大会に戻すため過去の資
料、また学校側と協議し活動を進めて参りました。保護者の
皆様のご協力のもと、トラブルなくスムーズに無事終えるこ
とができました。登下校指導では、前年度の申し送りを参考
に危険な箇所に人数を増やして安全に登下校できるよう見
直しました。参加保護者アンケートの貴重なご意見を今後
の活動に反映させていただきます。重ねてお礼申し上げま
す。後期は登下校指導を6回予定しております。後期の生活
委員会の活動も、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いい
たします。

生活委員会生活委員会



①29名
②部員同士の仲が良く、楽しく部活が
できていること。
③仲の良さと礼儀正しさを大切にし
て、沢山の人に応援してもらえるよ
うなチームになってね！3年生全員
で応援しています！！

①20名
②先輩・後輩関係なく練習でき、互い
に称えあうことができる。コミュニ
ケーションの向上をめざしている。
③僕たちが成し遂げることができなか
った県大会出場に向けて頑張ってく
ださい。

①19名
②部員同士の仲が良く、元気な人が多
いこと。
③新チームになって大変なことがある
と思うけれど、一日一日の練習を大
事にして、大会で良い結果を出せる
ようにこれからも頑張ってくださ
い。

①44名
②部員それぞれ卓球が大好きで、自主
練習やトレーニングを積極的にす
るところ。仲良く協力できること。
③部活では1、2年生の関係を大事に
し、部のルールを守って日々練習に
取り組み、目標を達成できるチーム
になって欲しいです。

①18名
②一人一人の個性が強く、活発で楽し
いこと。そして切磋琢磨しあえるチ
ームであること。
③「附中のバスケ部」と聞くと、「厳し
い」というイメージがあるかもしれ
ませんが、そんなことはないので、
目標である『九州大会出場』を共に
目指してがんばりましょう！！

①22名
②部員同士の仲が良く、切磋琢磨でき
る環境。野球の技術だけでなくスポ
ーツの素晴らしさや、人間として大
切なことなど多くのことを学べるこ
と。
③支えてくれている周りの方々への感
謝と野球を楽しむことを忘れずに、
一つ一つのプレーを全力でやってく
ださい。３年生一同応援しています

①26名
②部員同士の仲が良く、楽しく部活が
できるところ。
③今まで沢山のサポートをありがとう
ございました。3年生が引退し、1、2
年生だけで部活をしなければなりま
せん。2年生は周りをよく見て指示
を出し、部をまとめていけるよう、1
年生は自分で考え、2年生に迷惑を
かけないよう頑張ってください。

①32名
②試合で勝てないことが続いても、
日々の練習で改善して次の試合に
活かすことができる！部員同士の
仲が良く、励まし合いながらできる
ところ。
③1年生は残り2年間、2年生は残り1
年間です。長いように感じますが、
僕たち3年生が感じたように1、2年
間は一瞬です。日々の練習を大切に
して1年生は先輩の言うこともし
っかりと聞いて、2年生は先輩とし
ての自覚を持ち、残りの1、2年間を
頑張ってください。応援していま
す！



　7月11日、久しぶりに対面にて皆様に講演会を開催させて頂くことが
できました。石井先生には具体例を交えながらお話頂き、自分の日々の
日常と比べながら分かりやすく理解することができたと思います。自分と
相手には感じ方の温度差があること、6秒待って冷静になってみること。
怒らないことが良いのではなく自分が後悔しない怒り方を
する、相手に上手に伝えられる訓練をすることが大切なの
だそうです。今回、ご都合があわなかった方や興味を持たれ
た方は先生のInstagramをご覧ください。（参加者41名）
アンケート集計結果（回答者38名）
❶ 講演会を聞いてみていかがでしたか？

❷ なぜ、その評価にされましたか？（一部抜粋）
・どのお話も共感でき、解説も丁寧で分かりやすかったから
・怒るたびに自分を責めていましたが、コントロールのポイントや価値
観は人それぞれだと理解できたから
・今まで負の感情のように感じていた「怒り」でしたが、捉え方と相
手への伝え方によっては前向きな感情と理解できたため
・怒りが相手に対するリクエストから始まっていることが分かり共感で
きたため
❸ 講演会に参加してみて、今後実践してみたい事は？（一部抜粋）
・6秒の間合いは参考にさせて頂きます
・相手を1人の人格者として意識して同じ目線で対したい
・怒りを分析してみること
・叱るポイントとして感情を発散するのではなく１つの事柄に焦点をあ
て冷静な心持で伝えてみる

大変よかった　29名

よかった
普通
もう少し　9名

美術部
①34名
②自分のペースで好きなように制作
できること。
③工作したり、絵を描くことが得意
な人もいれば、苦手な人もいると
思います。どんな人でも好きなこ
とに夢中になれて自分自身の感情
や想いを作品に込めることによっ
て魅力的なものを創ることができ
ます。これからも引き続き頑張っ
てください。

茶道部
①32名
②中学校の部活動として珍しい茶道
部。本校で 30 年以上ご指導して
くださっている先生方に丁寧に教
えてもらい、茶道への理解を深め
ることができます。
③難しいイメージをすることが多い
茶道ですが、附属中の茶道部は和
気あいあいとした雰囲気で活動を
行っています。ぜひ茶道に興味を
持って頂けたら幸いです。

合唱部
①31名
②「合唱部生活八箇条」のもと、技術
だけでなく、生活面でも附属中合
唱部として自覚をもって行動する
ことを心がけています。明るい部
員が多く、部員同士が仲が良いこ
とも自慢です。
③しっかりとした後輩ばかりでとて
も頼りになりました。来年は新し
い後輩たちも入ってくるので、先
輩として全国大会に引っ張って
行ってください！応援しています!!

ディベート同好会
①24名
②自分たちで目標を定め、自立的な活
動ができること。部員同士、そして
顧問の先生と仲が良いこと。全国の
有名な学校の生徒と試合、交流がで
きること。
③ディベートは難しく分からない事が
多いと思いますが、経験を重ねるに
つれて必ず楽しくなっていきます。
仲間とのチームワークが何よりも大
事なので、これからも仲良く、そし
て楽しみながら頑張ってください。

文化部

文化研修委員会主催　保護者向け教育講演会

『アンガーマネジメント
　～怒りと上手に付き合う～』
講師　アンガーマネジメントコンサルタント
　　　石井 良佳 先生

　5月30日、4年ぶりの教育講演会が行われました。
講演をして頂いたのは京都市在住の大久保暁(おおくぼあきら)氏。
　大久保さんは女性として生まれたのですが、成長するにつれ自身の性別に違
和感を持ち、様々な葛藤を抱えて生活していました。しかし30歳を目前にして 
『一度きりしかない人生を自分らしく生きたい』 と思い、2度の手術を経て31歳
の時、男性として戸籍を取得。その後、奥様と出会い結婚。
　自身の経験を踏まえ、LGBTQに関する知識や苦しみを人々に伝え、LGBTQ
など性的マイノリティと言われている人々が生きやすい社会の実現に向け啓蒙
活動を行っておられます。
　今回の講演では、「性の多様性を知る」～自分らしさとあなたらしさ～と題
し、LGBTQに関する言葉やその意味、どうすればそのような悩みを持った人
に寄り添えるか？といったことをスライドを用いて分かり易く説明。
　後半には、大久保さん自身の経験や友人のメッセージを通して、自分と人と
の違いを認め互いを尊重すること、自分らしさとは何か？を考え、知ることの大
切さを伝えられました。
　質問タイムでは、生徒から様々な質問が大久保さんに寄せられました。
　その中で、「どうすれば多様性を尊重できる社会になると思うか？」という質
問に対し、「時間はかかるが、あなたたち若い世代の人が性の多様性を知り、違
いを認め、互いの価値観や存在を認め合うことで社会が変わっていく。古い世
代の人は時代もあり、性差など固定観念を持って生きざるをえなかった面もあ
るので、その人たちの考えを無理に変えることはできない」と返答されたのが
印象的でした。
　私たちひとりひとりの意識が、い
つか社会を変えることができる。
偏見のない、全ての人が自分らし
くあれる社会への第一歩となる講
演会だったと感じました。



１年
和!輪!笑!

３年
最初で最後の
団体競技 !!

1年 持続可能な挑戦
3年 多足一心

今年度のテーマは「逞綾燦閃（て
いりんさんせん）」

『逞』全員がすべてにおいて
、力強く逞しい動きに。

『綾』生徒全員の個性と長所
をいかし、限りなく成長する

。

『燦』きらびやかに燃え盛る
ような、燦とした姿を目指す

。

『閃』１番輝く団になり、優勝
目指せる集団に。

　　　　　　　　　　とい
う想いが込められています。

　　勝ち負けでは表せない、
充実感ある体育大会に。

　私はこの２年間コロナ禍での体育大会しか知ることができませ
んでしたが、本来の形で開催される中学最後の体育大会を盛り上
げ成功させたいと思い、団長になりました。まとめることの難しさ
を感じ悩むときもありましたが、みんなの声の大きさや演舞を細部
まで極める姿に勇気をもらい最後まで戦い抜くことができました。
一片の悔いもありません。来年は今年を超える体育大会を期待し
ています。

青軍

　今回の体育大会は僕たちの経験したことのない無制限の体育
大会となりました。その中で僕は仲間と共に附中の伝統をリスター
トさせようと考え、大勢の仲間たちと共に切磋琢磨してきました。
そんな仲間たちの協力のおかげで無事に体育大会を成功させるこ
とができました。今回の体育大会で附中の本来の体育大会をリス
タートさせることができて楽しかったです。

赤軍

　令和５年５月20日（土）に、体育大会が開催されました。
　３年生の保護者にとっては初めてで、最後の観戦と
なりました。団体競技の再開や全校生徒による声を出
しての応援合戦など昨年度よりプログラムも増え、見ご
たえのある体育大会でした。約１ヶ月間の短い練習期
間の中、子どもたちが一致団結し作り上げた体育大会。
一生懸命に取り組む姿に心を動かされ、見届けること
ができて非常に嬉しく感じました。
　子どもたちも心に残る体育大会になったのでは
ないかと思います。

令和５年度　体育大会

学級リレー

3年 多足一心



2年 タイフーン

　今年の体育大会は４年ぶりにコ
ロナ制限のないリスタートとなる行
事でした。
　練習の進行に苦労することも多
かったですが、副実行委員長や生
徒会長をはじめとするメンバーと共
に協力し合い、思い出として残せ
る最高の体育大会になったと思い
ます。これからも附中のリスタート
に貢献できるよう仲間と共に頑
張っていきたいです。

体育大会実行委員長

　今年度の体育大会はコロナの規制が緩和されて、本来の大会
に近い形で開催されました。私たち３年生を含め、誰も今までの
体育大会を知らない中で困難もたくさんありましたが、皆さまのご
協力のおかげで成功をおさめることができました。この体育大会
で学んだことを日常へつなげていきたいです。

黄軍

　白軍の団長として体育大会に取り組む中で集団の動きの質を高
めることの難しさと同時に、やりがいを感じることができました。
コロナ禍が明け、自分たちも経験したことのない体育大会を成功
させようと自分の軍はもちろん、他の軍とも協力して全校一丸となっ
て努力してきました。この1ヶ月間仲間と共に頑張ってこれた経験
を生かし、より良い学校生活を送りたいです。

白軍

2年 ムカデのハーモニー1年 和！輪！笑！

２年タイフーンとムカデのハーモニー

最終得点板

今年度優勝
は

赤軍!



職員紹介
主幹教諭

草　場　博　文
茶道部

教頭

中津熊　勝　典

生徒指導主事

添　島　秀　紀
全学年・技術
野球部

１学年主任

木　梨　祐　司
１,2 年・保健体育
バスケットボール部

校長

御手洗　宏　昭

Ｃ組担任

安　部　　　瞳
全学年・美術
美術部

Ａ組担任

末　松　哲　郎
１年・数学
バスケットボール部

Ｂ組担任

井　田　由　紀
1年・国語
卓球部

副担任

大　塚　敏　樹
１年・社会
女子ソフトテニス部

Ｄ組担任

中　村　希　美
1年・英語
男子バレーボール部

副担任

加　地　伸　二
１年・理科

教育実習主任・Ｂ組担任

永　富　健太郎
2 年・理科
男子ソフトテニス部

２学年主任

田　村　有実子
全学年・音楽
合唱部

Ａ組担任

白　根　和　延
2 年・英語
女子卓球部

Ｄ組担任

大　塲　将　公
２年・社会
男子卓球部

Ｃ組担任

石　村　成　葉
2 年・数学
合唱部

研究主任・副担任

釘　宮　里　枝
2 年・国語
ディベート同好会

Ａ組担任

矢　野　雄　大
3 年・理科
野球部

保健主事・副担任

徳　田　弥　生
養護教諭

指導教諭・３学年主任

三　村　洋　平
３年・英語
男子ソフトテニス部

Ｃ組担任

高　木　博　也
3 年・数学
女子ソフトテニス部

Ｂ組担任

高　橋　　　舞
3 年・国語
女子バレーボール部

Ｄ組担任

羽田野　直　樹
１,3 年・保健体育
男子バレーボール部

高　畠　妙　子
教育相談（スクールカウンセラー）

進路指導主事・副担任

阿　南　幸　一
３年・社会
卓球部

副担任

高　橋　雅　子
全学年・家庭

工　藤　雅　康
情報支援

Garilon Mathieu
ＡＬＴ

白　井　圭　介
学校主事

三　浦　昌　子
学習支援

佐 土 原　　優
図書館司書

古　澤　聡　子
ＰＴＡ事務

副担任

板　井　　　渉
２,３年・保健体育
女子バレーボール部


